
（1） 第 322 号 令和７年７月 20 日錦　　　　　　　友

錦友…第322号
〈令和７年７月20日〉

・編集・
一般社団法人詩吟朗詠錦城会

・発行・
一般社団法人詩吟朗詠錦城会
東京都港区麻布十番2-4-14
 電話:東京03-5484-3301（代）

〒106-0045

一 吟 徹 心 霊
一 曲 能 興 国

　
暑
中
お
見
舞
い

　
　
　
　
　
申
し
上
げ
ま
す

　

吟
界
の
諸
先
生
方
を
は
じ
め
、
全
国
各
方
面
の
皆
様
、
並
び
に
会
員

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
お
変
わ
り
な
く
お
健
や
か
に
お
過
ご
し

の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　

誌
上
よ
り
謹
ん
で
暑
中
の
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

例
の
な
い
猛
暑
が
続
き
ま
す
が
、
十
分
ご
自
愛
く
だ
さ
い
ま
し
て
、

ご
健
勝
と
併
せ
て
益
々
の
ご
発
展
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　

令
和
七
年　

盛
夏

詩
吟
朗
詠
錦
城
流　

宗
家　

山
元
錦
城

（
一
社
）
詩
吟
朗
詠
錦
城
会　

会
長　

城
戸
城
濤

　

令
和
７
年
度
定
時
総
会
は
、
令
和

７
年
6
月
24
日
（
火
）
9
時
30
分
よ

り
、
滋
賀
県
琵
琶
湖
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

ル
に
於
い
て
、
各
地
か
ら
の
会
員
の

参
加
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
総
会
で
は
、
令
和
６
年
度
の

事
業
報
告
と
収
支
決
算
及
び
令
和
７

年
度
事
業
計
画
と
予
算
に
つ
い
て
の

審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

正
会
員
数
４
３
３
名
中
、
出
席
者

令
和
７
年
度　

定
時
総
会

　

～
令
和
６
年
度
事
業
報
告
並
び
に
収
支
決
算
と

　
　

令
和
７
年
度
事
業
計
画
並
び
に
予
算
が
承
認
さ
れ
る
～

１
０
４
名
、
書
面
議
決
書
提
出
者
数

１
９
４
名
で
、
総
会
成
立
に
必
要
な

定
足
数
２
１
７
名
を
上
回
る
こ
と
が

出
来
、
各
議
案
と
も
賛
成
多
数
に
よ

り
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

正
会
員
各
位
の
ご
協
力
に
対
し
、

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
総
本
部
―

　

開
会
の
辞　

高
羽
城
幹（
神
奈
川
）

　

会
長
挨
拶　

城
戸
城
濤

第
１
号
議
案　

令
和
６
年
度
事
業
報

告
書
案
承
認
の
件

第
２
号
議
案　

令
和
６
年
度
収
支
決

算
書
案
承
認
の
件

第
３
号
議
案　

令
和
７
年
度
計
画
書

案
承
認
の
件

第
４
号
議
案　

令
和
７
年
度
収
支
予

算
書
案
承
認
の
件

第
５
号
議
案　

令
和
８
年
４
月
１
日

よ
り
令
和
８
年
６
月

30
日
ま
で
の
暫
定
予

算
書
案
承
認
の
件

　

以
上
の
議
案
に
つ
い
て
の
審
議
が

行
わ
れ
、
各
議
案
と
も
賛
成
多
数
で

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◇
提
出
議
案
◇

◇
議
長
及
び

議
事
録
署
名
人
の
選
出
◇

　

議
事
進
行
に
当
た
り
、
次
の
方
々

が
議
長
及
び
議
事
録
署
名
人
に
選
出

さ
れ
ま
し
た
。

　

議　

長　
　

後
藤
錦
曜（
長　

崎
）

①　

会
議
開
催
の
報
告

②　

傘
下
団
体
の
認
可
及
び
閉
鎖
の

報
告

③　

組
織
体
長
等
の
変
更
の
報
告

④　

会
員
数
報
告

⑤　

特
別
賛
助
会
員
と
賛
助
会
員
の

報
告

⑥　

団
体
指
導
に
関
す
る
報
告

⑦　

全
国
大
会
開
催
地
に
関
す
る
報

告

　
　

◎
令
和
７
年
12
月
７
日
（
日
）

　
　
　

福
岡
県
大
野
城
市

　
　
　
「
ま
ど
か
ぴ
あ
」

◇
報
告
事
項
◇

◇
会
員
増
強
表
彰
◇

　

令
和
６
年
度
中
に
新
入
会
者
を
5

名
以
上
加
入
さ
せ
た
方
６
名
を
表
彰

し
ま
し
た
。

　
　

氏
原
城
爽
（
滋　

賀
）

　
　

金
子
錦
佑
（
長　

野
）

　
　

和
田
錦
堯
（
東　

京
）

　
　

東
本
錦
怜
（
福　

岡
）

　
　

本
村
錦
香
（
鹿
児
島
）

　
　

江
口
錦
道
（
福　

岡
）

　

署
名
人　
　

山
本
城
勘（
山　

口
）

　
　
　
　
　
　

若
月
城
嗣（
愛　

知
）
　
　

◎
令
和
８
年
９
月
27
日
（
日
）

　
　
　

東
京
都「
大
田
区
民
ホ
ー
ル
・

　

ア
プ
リ
コ
」

⑧　

会
員
異
動
状
況

総
会
の
様
子

（
次
頁
へ
続
く
）
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（
令
和
７
年
度
定
時
総
会
第
２
号
議
案
資
料
）

令和６年度　収支計算書
令和６年４月１日から令和７年３月31日

（単位　　円）

科　　　目 決　算　額
Ⅰ　事業活動収支の部
　１　事 業 活 動 収 入
　　①　基本財産運用収入 4,235
　　②　入 会 金 収 入 72,800
　　③　会　費　収　入 19,774,600
　　④　事　業　収　入 4,146,000
　　⑤　雑 収 入 90,608

事 業 活 動 収 入 計 24,088,243

　２　事業活動支出
　　①　事業活動支出 15,184,237
　　②　管 理 費 支 出 12,739,297

事 業 活 動 支 出 計 27,923,534

事 業 活 動 収 支 差 額 △3.835,291

Ⅱ　投資活動収支の部
　１　投資活動収入 0
　２　投資活動支出 800,000

投資活動収支差額 △800,000

Ⅲ　財務活動収支の部 0

Ⅳ　予備費支出 0

当 期 収 支 差 額 △4,635,291
前期繰越収支差額 40,569,506
次期繰越収支差額 35,934,215

貸 借 対 照 表
令和７年３月31日現在

（単位　　円）

科　　　目 決　算　額
Ⅰ　資産の部
　１　流　動　資　産 36,084,931
　２　固　定　資　産
　　（１）基　本　財　産 20,000,000
　　（２）特　定　資　産 5,330,000
　　（３）その他の固定資産 138,087,600

資　産　合　計 199,502,531

Ⅱ　負債の部
　１　流　動　負　債 150,716
　２　固　定　負　債 0

負　債　合　計 150,716

Ⅲ　正味財産の部
　１　指定正味財産 0
　２　一般正味財産 199.351,815

正　味　財　産　合　計 199,351,815

負債及び正味財産合計 199,502,531
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A
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A
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A
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A
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A
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A
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A
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A
A

A

◇
特
別
賛
助
会
員
お
よ
び

賛
助
会
員
の
表
彰
◇

　

長
年
に
わ
た
り
賛
助
会
員
と
し
て

寄
付
を
し
て
下
さ
っ
た
方
を
表
彰
し

ま
し
た
。

特
別
賛
助
会
員
（
敬
称
略
）

　

山
元
会
計
事
務
所

　

さ
く
ら
管
財
Ｋ
Ｋ

　

㈱
丸
江
藤
屋

　

㈲
金
照
堂　

金
子
真
次

　

㈲
三
重
商
会

　

㈱
き
ど
印
刷
所

賛
助
会
員
（
敬
称
略
）

　

本
村
正
子
（
錦
香
）

　

松
尾
弓
子
（
錦
弓
）

　

石
橋
悦
子
（
錦
紅
）

　

島
ひ
ろ
み
（
岡
本
錦
祥
）

　

緒
方
幸
子
（
錦
幸
）

　

木
下
一
夫
（
城
純
）

　

亀
石
千
恵
（
錦
爽
）

　

吉
川
清
忠
（
吉
川
錦
洋
）

　

鍛
治
多
美
代
（
錦
代
）

　

鈴
木　

操
（
錦
蒼
）

　

網
代
光
平

　

関　

商
会

　

斉
藤　

猛
（
城
鶴
）

　

白
崎
信
子
（
錦
雪
）

　

三
浦
昌
子
（
錦
昌
）

　

村
上
隆
信
（
城
敬
）

　

山
田
ス
ミ
子
（
錦
寿
）

　

竹
野
智
子
（
錦
藤
）

　

宇
根
睦
子
（
錦
永
）

　

佐
々
木
順
子
（
錦
順
）

　

豊
岡
敬
子
（
錦
敬
）

　

井
上
好
光
（
城
好
）

　

平
松
多
惠
（
西
川
錦
洸
）

　

金
丸
佐
和
子
（
錦
央
）

　

岸　

未
来

　

横
浜
青
葉
道
場

閉
会
の
辞　
　

本
村
錦
香（
鹿
児
島
）

　

会
員
各
位
に
は
、
令
和
７
年
度
の

事
業
遂
行
に
あ
た
り
、
引
き
続
き
ご

支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

◇
新
組
織
体
の
紹
介
◇

浮
羽
道
場
（
福
岡
県
）（
再
開
）

道
場
長　

田
村
錦
綾

　

雅
号　
　
　

県
名　
　
　

取
得
年
月

鳥
海
城
海　
（
神
奈
川
県
）　

７
・
３

合
田
錦
清　
（
東
京
都
）　
　

７
・
３

眞
砂
錦
月　
（
東
京
都
）　
　

７
・
３

伊
関
錦
代　
（
神
奈
川
県
）　

７
・
３

藤
岡
錦
少　
（
大
阪
府
）　
　

７
・
５

◇
新
師
範
の
紹
介
◇

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A

◆
催
事
の
ご
案
内
◆

（
令
和
７
年
７
月
〜
８
年
３
月
）

◆
本
会
主
催　

◇
本
会
後
援

◆
吟
道
の
碑
前
祭

・
11
月
30
日
（
日
）

・
沼
津
市
大
瀬
崎

◆
詩
吟
全
国
大
会

・
12
月
7
日
（
日
）

・
福
岡
県
大
野
城
市

　

前
号
に
記
載
の
東
京
都
本
部
発
足

65
周
年
記
念
大
会
は
次
の
通
り
に
変

更
に
な
り
ま
し
た
。

◆
詩
吟
全
国
大
会

・
令
和
8
年
9
月
27
日
（
日
）

・
東
京
都
「
大
田
区
民
ホ
ー
ル
・
ア

プ
リ
コ
」

本
部
の
動
き(　
　
　
　

)

７
・
２
・
21
よ
り

７
・
６
・
20
ま
で

３
月
６
～
７
日　

令
和
６
年
度
第
二

回
指
導
者
講
習
研
修
会

　
　

17
日　

常
務
理
事
会

　
　

22
日　

理
事
会

４
月
６
～
７
日　

大
阪
府
本
部
の
指

導
者
講
習
研
修
会

５
月
14
日　

常
務
理
事
会

　
　

16
日　

理
事
会

　
　

25
日　

滋
賀
県
本
部
の
指
導
者

講
習
研
修
会

６
月
４
日　

長
崎
県
・
佐
賀
県
本
部

の
昇
格
審
査

　
　

５
日　

長
崎
県
本
部
の
指
導
者

講
習
研
修
会

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
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令和７年度　事業計画書
令和７年４月１日から令和８年３月31日まで

〔事業計画〕

事業⑴　公演の実施（予算5,802千円）

　　　一．詩吟全国大会・・・令和７年12月７日（日）福岡県大野城市

　　

事業⑵　講習会、研修会の実施（予算2,693千円）

　　　一．全国詩吟講習・研修会

　　　　　　　第一回指導者講習・研修会・・・ R ７年６月23日（月）～ 24日（火）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　滋賀県　琵琶湖グランドホテル　

　　　二．全国詩舞講習・研修会

　　　三．全国琵吟講習・研修会

　　　四．傘下認可団体各都道府県本部指導者講習・研修会

事業⑶　総合芸術の調査並びに自主制作の実施（予算2,109千円）

　　　一．琵吟舞曲等の自主制作・調査研究

　　　二．琵琶芸術の振興

事業⑷　図書の刊行、機関誌の発行（予算1,481千円）

　　　　　　機関誌「錦友」321号～ 324号の4回発行する

事業⑸　広報・宣伝の実施（予算251千円）

　　　　　　 ホームページにより、広報・宣伝並びに情報開示に努める

事業⑹　合同事業への参画実施（予算735千円）

　　　一．吟道之碑顕彰と維持管理・・・令和７年11月30日　沼津市大瀬崎

　　　二．日本伝統文化吟友会・・・令和７年10月26日　岡山県倉敷市

　　　三．二十一世紀詩歌朗詠懇談会

　　　四．他会等との交流

事業⑺　吟詠、詩舞、琵琶の普及並びに振興を目的とする本会認可団体の大会公演への

　　　　後援（予算260千円）

　　　一．都道府県本部大会　

　　　二．支部・道場・吟詠部大会

　　　　　　福岡県　大野城道場発足１周年記念大会　　令和７年５月11日（日）

　　　三．公開発表会・開拓普及発表会

事業⑻　その他、各号に定める事業に関連する事業（予算257千円）

　　　　表彰事業の実施及び賛助会員の募集事業

　　　一．会員増強に対する表彰　　令和７年６月24日

　　　二．その他の表彰　　令和７年６月24日

　　　　　功労者表彰、賛助会員表彰

　　　三．本会の趣旨に賛同し後援者である特別賛助会員及び賛助会員を募集する

事業⑼　不動産賃貸業（予算480千円）

　　　　 本会所有の「錦城会館」の一部を賃貸する
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『
吟
の
命
は
読
み
と
間
で
す
』

こ
の
言
葉
は
、
指
導
者
講
習
研
修
会

で
あ
っ
た
り
、
常
々
耳
に
す
る
宗
家

の
お
言
葉
で
す
。
一
声
・
二
節
よ
り

読
み
と
間
の
方
が
指
導
す
る
上
で
簡

単
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、

そ
の
考
え
は
間
違
っ
て
い
た
と
実
感

し
て
い
る
昨
今
で
す
。

　

最
近
の
コ
ン
ク
ー
ル
、
温
習
会
等

に
於
い
て
も
、
間
の
な
い
読
み
が
と

て
も
多
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
読
み

が
悪
い
、
間
が
な
い
か
ら
吟
じ
て
い

る
う
ち
に
音
程
が
下
が
っ
て
く
る
人

が
多
数
い
る
の
で
は
・
・
・
。

　

令
和
７
年
６
月
23
日
（
月
）
13
時

よ
り
19
時
ま
で
と
24
日
（
火
）
13
時

か
ら
15
時
ま
で
間
に
総
会
を
挟
ん
で

2
日
間
に
渡
り
、
滋
賀
県
琵
琶
湖
グ

ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
於
い
て
、
指
導
者

講
習
研
修
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
独
吟
１
３
７
題
、
２
人

で
の
連
吟
９
組
、
３
人
の
連
吟
１
組

の
申
し
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。
何
人

か
の
欠
席
者
は
い
ま
し
た
が
、
有
意

義
な
発
表
と
な
り
ま
し
た
。

　

伴
奏　
　
　

河
野
正
明
先
生

　

伴
奏　
　
　

高
橋
慧
山
先
生

　

そ
れ
ぞ
れ
の
吟
の
発
表
の
間
に
本

数
ご
と
に
分
か
れ
て
合
吟
の
発
表
・

指
導
が
あ
り
23
日
に
２
回
、
24
日
に

１
回
あ
り
ま
し
た
。
３
月
の
指
導
者

講
習
研
修
会
に
続
い
て
２
回
目
の
合

吟
の
練
習
が
組
み
込
ま
れ
た
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
し
た
。

　

先
輩
方
と
同
じ
吟
題
で
ご
一
緒
に

詠
う
こ
と
、
良
い
勉
強
と
な
り
ま
し

た
。

令
和
７
年
度

　
指

導

者

講

習

研

修

会

新
入
会
員
の
紹
介

（
４
／
１
〜
６
／
30
）　 

函
館
支
部　

原
田
美
幸

気
仙
沼
支
部　

小
山
憲
一

船
橋
道
場　

堀
野
雅
子

横
浜
西
部
支
部　

大
田
栄
子

鹿
児
島
支
部　

角
倉
眞
八
朗

佐
久
道
場　

渡
辺
妙
子　

栁
澤
一
美

野
洲
支
部　

藤
原
頴
子

諫
早
支
部　

藤
村
美
織

津
屋
崎
道
場　

古
賀
征
子

台
東
道
場　

前
田
瑠
美

彦
根
支
部　

西
田
寿
子

双
盤
講
吟
詠
部　

津
吹　

勲

　

富
谷　

仁

大
野
城
道
場　

中
村
ゆ
か
り

　

小
林
博
昭　

小
林
錦
子

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

　

前
号
の
佐
久
道
場
の
末
次
一
治
郎

さ
ん
の
苗
字
が
間
違
っ
て
い
ま
し

た
。
木
次
一
治
郎
に
訂
正
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

錦
城
会
最
高
諮
問
委
員
の
村
瀬
城

博
先
生
が
、
令
和
６
年
秋
の
叙
勲
に

て
、
長
年
の
教
育
功
労
功
績
に
対
し

て
栄
え
あ
る
瑞
宝
小
綬
賞
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。
少
し
遅
く
な
り
ま
し
た

が
、
先
生
に
ご
指
導
を
受
け
て
い
る

古
い
師
範
の
有
志
で
お
祝
い
の
会
を

開
き
ま
し
た
。

　

先
生
は
、「
こ
の
受
賞
は
、
皆
様

の
お
力
添
え
が
あ
っ
て
の
事
と
感
謝

い
た
し
ま
す
。」
と
お
っ
し
ゃ
ら
れ

て
と
て
も
喜
ん
で
下
さ
い
ま
し
た
。

　

錦
城
会
70
年
の
歴
史
を
築
い
て
来

ら
れ
た
大
先
輩
の
先
生
方
が
少
な
く

な
り
、
寂
し
い
思
い
の
今
日
こ
の
頃

で
す
。
先
生
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
ご
活
躍
下
さ

い
ま
す
よ
う
一
同
で
祈
念
し
て
会
を

閉
じ
ま
し
た
。

（
愛
知
県
本
部
長　

鍛
治
錦
代
）

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A

村
瀬
城
博
先
生
の

叙
勲
記
念
の
会

村
瀬
城
博
先
生

『
吟
の
命
は
』

　

私
は
、
宗
家
の
著
書
「
邦
楽
に
お

け
る
語
り
と
間
」
を
再
度
読
み
返
し

て
、
自
分
自
身
も
反
省
し
、
学
習
し

な
が
ら
指
導
し
て
い
る
つ
も
り
で
す

が
、
私
の
教
室
で
は
、
読
み
と
間
が

ま
ず
ま
ず
で
き
る
割
合
は
、
二
割
ぐ

ら
い
で
す
。
宗
家
に
お
伺
い
も
せ
ず

著
書
の
中
に
記
載
さ
れ
て
い
る
「
金

州
城
」「
峨
眉
山
月
歌
」
間
の
取
り

方
を
コ
ピ
ー
し
て
、
教
場
で
勉
強
し

て
い
ま
す
。
徐
々
に
理
解
し
て
も
ら

え
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も

な
か
な
か
う
ま
く
い
き
ま
せ
ん
。
嘆

い
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
宗
家
の
お
言
葉
で
「
流
祖

の
吟
詠
テ
ー
プ
を
し
っ
か
り
聴
い
て

く
だ
さ
い
。
聴
く
こ
と
が
と
て
も
大

切
な
こ
と
で
す
。」
こ
の
お
言
葉
も
再

三
耳
に
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
関
し
少

し
・
・
・
。
教
場
の
Ａ
さ
ん
は
、
ご

主
人
を
突
然
亡
く
さ
れ
、
心
労
と
悲

し
み
で
、
ご
自
身
も
体
調
を
崩
さ
れ

当
分
の
間
、
稽
古
も
休
ま
れ
て
い
ま

し
た
が
、
ご
主
人
も
生
前
他
流
の
吟

を
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
ご
本

人
も
詩
吟
が
好
き
で
、
流
祖
の
テ
ー

プ
を
全
巻
購
入
さ
れ
、
ほ
と
ん
ど
毎

日
聞
か
れ
て
い
た
そ
う
で
す
が
、
な

ん
と
無
伝
の
方
で
す
が
、
読
み
と
間

だ
け
は
テ
ー
プ
を
真
似
て
い
る
ぐ
ら

い
上
手
で
す
。
宗
家
の
お
言
葉
ど
お

り
聴
く
の
が
一
番
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ａ
さ
ん
は
、
ま
だ
ま
だ
小
節
と
か
声

は
出
て
い
な
い
と
か
の
難
点
は
あ
り

ま
す
が
、
錦
友
に
掲
載
さ
れ
て
い
た

尺
八
の
河
野
正
明
先
生
の
お
言
葉
と

合
わ
せ
て
、
聴
く
こ
と
が
如
何
に
大

切
な
事
か
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。

宗
家
の
著
書
「
吟
詠
の
発
声
法
」
の

中
の
ペ
ー
ジ
の
一
部
も
抜
粋
し
て
手

探
り
で
学
習
し
て
い
ま
す
。

（
福
山
松
浜
支
部　

井
上
錦
賀
）
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大
野
城
道
場
設
立
一
周
年
記
念
大
会

　

令
和
７
年
５
月
11
日
（
日
）、
大

野
城
道
場
内
の
３
教
場
（
大
野
城
・

下
大
利
・
希
望
）
の
設
立
１
周
年
を

記
念
し
て
大
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

　

大
合
吟
「
富
士
山
」
か
ら
始
ま
り
、

伝
統
文
化
の
「
道
、
華
道
、
書
道
、

吟
道
」、「
漢
詩
で
綴
る
人
生
を
吟
う
」。

　

そ
し
て
、
大
作
の
【
琵
吟
舞
曲　

大
田
道
灌
】、【
史
詩　

筑
前
の
今
昔

よ
り
】
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
最
後
は
、
開
催
地
に
因

ん
で
「
大
野
城
讃
歌
」
を
ご
来
場
の

皆
様
と
共
に
合
唱
し
、
思
い
出
に
残

る
発
表
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

諸
先
輩
、
先
生
方
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
の
素
晴
ら
し
さ
に
感
動
し
、
お

力
添
え
に
感
謝
し
、大
会
を
終
え
て
、

今
後
の
夢
と
目
標
に
胸
が
ワ
ク
ワ
ク

し
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
今
後
と

も
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
大
野
城
教
場　

平
田
不
二
香
）

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

　

去
年
の
6
月
か
ら
稽
古
を
始
め
、

ま
さ
か
一
年
後
に
舞
台
に
立
つ
と
は

思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
5
名
の
仲
間

達
と
の
合
吟
「
書
道
」
は
、
練
習
を

重
ね
る
に
つ
れ
、
声
と
心
が
一
つ
に

な
っ
た
よ
う
に
息
が
合
い
、
練
習
が

楽
し
く
て
仕
方
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

し
か
し
、
初
め
て
の
舞
台
、
ド
キ

ド
キ
し
な
が
ら
皆
で
声
を
合
わ
せ
、

吟
じ
終
わ
っ
た
時
は
、
ホ
ッ
と
し
た

の
と
同
時
に
、
先
生
が
、
大
丈
夫
！

大
丈
夫
！
と
言
っ
て
く
れ
た
か
ら
で

き
た
ん
だ
と
、
感
謝
で
い
っ
ぱ
い
で

し
た
。
先
輩
方
の
吟
に
感
銘
を
受
け

「
ま
だ
ま
だ
勉
強
し
な
い
と
、
奥
が

深
い
」
と
全
員
が
感
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
発
表
会
で
の
経
験
は
、
詩
吟

の
楽
し
さ
を
再
認
識
し
、
こ
れ
か
ら

学
ん
で
い
く
た
め
の
貴
重
な
一
歩
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
の
会
を
設

け
て
下
さ
っ
た
東
本
錦
怜
先
生
、
準

備
か
ら
サ
ポ
ー
ト
ま
で
し
て
い
た
だ

い
た
先
生
方
、
初
心
者
の
私
達
に
一

か
ら
ご
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た
江
口

錦
道
先
生
に
感
謝
し
、
こ
れ
か
ら
も

皆
で
楽
し
く
稽
古
に
励
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

下
大
利
教
場　

小
笠
原
緑

　
　
　
　
　
　
　

高
木
陽
子

　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
み
さ
を

　
　
　
　
　
　
　

花
岡
礼
子

　
　
　
　
　
　
　

入
山
智
子

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

地
域
の
文
化
に
貢
献

　

本
町
は
、
住
み
た
く
な
る
町
づ
く

り
の
一
環
と
し
て
文
化
の
振
興
に
力

を
入
れ
て
お
り
ま
す
。
私
た
ち
の
支

部
も
、
文
化
協
会
に
加
入
し
て
色
々

な
事
業
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま

す
。

　

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
殿
堂
と
し
て
、

「
サ
ン
リ
ー
ア
イ
」
が
30
年
前
に
建

設
さ
れ
、
今
で
は
住
民
参
加
型
の
運

動
方
針
が
定
着
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
文
化
協
会
が
主
催
し
、

町
な
ど
が
協
賛
す
る
発
表
会
が
６
月

８
日
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
詩

舞
２
題
で
出
演
し
ま
し
た
。「
名
槍

日
本
号
」
と
「
桜
花
詞
」
の
２
題
で
、

勇
壮
と
き
ら
び
や
か
さ
を
表
現
し
、

観
衆
の
皆
様
か
ら
好
評
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

小
川
緑
琳
先
生
の
熱
心
な
ご
指
導

の
下
、
出
演
者
も
一
生
懸
命
に
練
習

に
堪
え
、
当
日
に
臨
み
ま
し
た
。
詩

舞
が
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
で
、
異
彩

で
あ
っ
た
た
め
、
協
会
長
か
ら
特
に

賛
辞
を
頂
き
ま
し
た
。

　

高
齢
化
の
進
化
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
崩
壊
が
憂
慮
さ
れ
る
中
、
自
分
の

住
ん
で
い
る
町
を
愛
し
、
住
み
よ
い

町
づ
く
り
に
協
働
す
る
喜
び
を
感
じ

て
生
き
て
い
く
事
は
大
切
で
す
。
多

く
の
町
民
が
参
加
さ
れ
る
こ
と
で
、

錦
城
会
へ
の
入
会
が
促
進
さ
れ
る
こ

と
も
、
か
す
か
に
期
待
し
て
お
り
ま

す
。

　

今
後
も
町
の
色
々
な
催
事
に
積
極

的
に
参
加
し
、
地
域
の
皆
様
と
交
流

を
深
く
し
て
、
自
分
な
り
の
生
き
が

い
を
創
造
し
て
行
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

（
福
岡
県
岡
垣
支
部
長　

大
堂
城
薩
）

ち
ょ
っ
と
お
知
ら
せ
が
・
・
・

　

先
日
の
指
導
者
講
習
研
修
会
の
懇

親
会
の
席
上
、
宴
も
た
け
な
わ
に

な
っ
た
時
、
舞
台
上
で
進
行
を
し
て

い
た
方
を
「
あ
の
方
は
、
ど
な
た
で

す
か
？
」
お
尋
ね
に
な
っ
た
会
員
さ

ん
が
い
ま
し
た
。

　

あ
っ
そ
う
か
！
改
め
て
皆
様
に
ご

紹
介
す
る
機
会
は
、
な
か
っ
た
の
か

と
思
い
、
懇
親
会
で
賑
や
か
な
中
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、
城
戸
城
濤
先
生

か
ら
改
め
て
事
務
局
員
の
信
田
城
宥

さ
ん
を
ご
紹
介
頂
き
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
岩
堀
錦
游
さ
ん
が
主
に
経
理
を

担
当
し
て
下
さ
っ
て
い
ま
す
。

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
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五
教
場
合
同
温
習
会
と
花
見

　

寒
風
が
吹
き
す
さ
び
、
花
冷
え
も

も
の
か
は
の
令
和
７
年
３
月
30
日

（
日
）、
小
倉
北
区
に
あ
る
「
足
立
山

妙
見
宮
」の
神
楽
殿
を
お
借
り
し
て
、

岡
本
錦
祥
先
生
に
ご
指
導
を
頂
い
て

い
る
５
教
場
の
合
同
温
習
会
と
花
見

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
併
せ
て
27
名
、
年
齢

も
14
歳
か
ら
95
歳
と
幅
広
く
、
遠
方

の
大
分
、
下
関
か
ら
も
出
席
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

　

温
習
会
は
、
11
時
開
会
、
先
ず
は

会
場
の
拝
殿
に
向
か
っ
て
全
員
低
頭

参
拝
。
開
会
の
言
葉
、
続
い
て
岡
本

先
生
の
ご
挨
拶
、
開
催
ま
で
の
神
社

側
と
の
交
渉
や
準
備
等
に
つ
い
て
話

さ
れ
ま
し
た
。
後
、
北
九
州
市
議
会

議
長
と
な
ら
れ
た
会
員
の
中
村
義
雄

先
生
の
市
議
当
選
の
お
礼
と
、
今
後

会
員
と
し
て
出
席
率
が
悪
く
な
る
か

も
し
れ
な
い
け
ど
、
何
事
も
挑
戦
が

大
事
、
頑
張
る
と
決
意
を
述
べ
れ
ら

ま
し
た
。

　

温
習
会
は
、続
い
て
吟
詠
に
入
り
、

司
会
は
中
学
3
年
生
で
準
総
伝
の
中

村
錦
想
（
樹
奈
）
さ
ん
が
務
め
ま
し

た
。
最
初
、
全
員
で
『
富
士
山
』
を

合
吟
。
27
名
が
次
々
と
吟
じ
、
最
後

は
、
男
女
別
に
男
性
は
松
口
月
城
作

の
『
吟
道
』、
女
性
は
、
逸
名
『
桜

花
詞
』
を
朗
々
と
吟
じ
、
会
は
終
了

し
ま
し
た
。

　

伴
奏
は
、
岡
本
先
生
が
オ
ル
ガ
ン

を
弾
い
て
く
だ
さ
り
、
身
内
ば
か
り

の
気
安
さ
で
し
ょ
う
か
、
マ
イ
ク
の

前
に
立
っ
て
も
緊
張
す
る
こ
と
も
無

く
、背
後
で
神
様
も
聞
い
て
下
さ
り
、

特
に
男
女
別
の
連
合
吟
は
好
評
で
大

き
な
拍
手
が
起
き
ま
し
た
。

　

午
後
は
、
神
社
の
境
内
で
一
番
と

い
う
桜
の
木
の
下
に
シ
ー
ト
を
敷
い

て
花
見
で
す
。
座
布
団
は
、
段
ボ
ー

ル
箱
で
誂
え
ら
れ
、
お
世
話
係
の

方
々
が
知
恵
と
工
夫
を
し
ぼ
り
設
営

さ
れ
ま
し
た
。

　

花
見
弁
当
は
、
三
段
重
、
料
亭
の

味
が
漂
い
食
欲
を
そ
そ
ら
れ
ま
し
た
。

花
冷
え
の
下
で
の
宴
会
は
、
少
々
き

つ
か
っ
た
け
れ
ど
、
余
興
も
あ
り
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。
花
も
爛
漫
、
会

員
の
お
顔
も
花
の
よ
う
に
ほ
こ
ろ

び
、
春
宵
に
至
ら
ず
と
も
一
刻
の
幸

せ
を
楽
し
く
感
じ
た
一
日
で
し
た
。

　

高
齢
者
が
多
い
こ
の
会
、〝
次
も

元
気
で
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
〟
と
お

互
い
を
励
ま
し
な
が
ら
花
見
も
お
開

き
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
も
、
岡
本
先
生
に
は
計
画
の

段
階
か
ら
最
後
ま
で
お
世
話
に
な

り
、
そ
の
上
沢
山
の
ご
厚
志
も
い
た

だ
き
感
謝
で
一
杯
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
会
員
が
一
人
で
も
増

え
て
更
に
楽
し
い
温
習
会
が
出
来
ま

す
こ
と
を
祈
り
、
私
の
元
気
の
源
は

詩
吟
か
な
と
思
い
つ
つ
卒
寿
に
向
け

て
頑
張
っ
て
行
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　
花
満
ち
て
　

　
　
　
　
神
前
に
和
す
　
吟
の
会

　
錦
友
の
　
結
ぶ
縁
や
　
花
の
宴

（
小
倉
支
部　

緒
方
錦
幸
）

【
余　

録
】

　「
足
立
山
妙
見
宮
」
に
つ
い
て

　
「
足
立
山
妙
見
宮
」
神
社
の
創
建

に
は
、
猪
と
和
気
清
麻
呂
と
の
深
い

関
係
が
あ
り
ま
す
。
足
立
山
と
言
う

由
来
も
弓
削
氏
道
鏡
の
皇
位
継
承
に

反
対
の
神
託
が
あ
っ
た
と
報
告
し
た

清
麻
呂
を
追
放
、
追
っ
手
に
足
の
筋

を
切
ら
れ
、
宇
佐
の
海
辺
で
数
百
頭

の
猪
に
助
け
ら
れ
、
山
の
麓
の
湯
川

「
小
倉
南
区
」
に
あ
っ
た
温
泉
に
浸

り
、足
が
良
く
な
り
立
て
た
と
言
う
。

　

そ
れ
で
、
足
立
山
と
呼
ば
れ
る
よ

う
に
な
り
、
現
在
も
神
社
を
守
護
す

る
の
は
、「
狛
犬
」
で
は
な
く
「
狛
亥
」

で
、
足
の
神
様
と
し
て
崇
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

神
社
か
ら
は
、
北
九
州
市
の
一
角

が
望
め
、
風
光
明
媚
な
場
所
に
あ

り
、
こ
の
日
も
参
拝
と
花
見
を
兼
ね

た
人
々
が
沢
山
訪
れ
て
い
ま
し
た
。

男性の合吟『吟道』 女性の合吟『桜花詞』

司
会
の
中
村
錦
想
さ
ん

鉄
砲
の
里国友

の
散
策

　

６
月
９
日
（
月
）
山
東
・
関
ケ
原

支
部
の
会
員
が
集
い
、
鉄
砲
で
有
名

な
長
浜
市
国
友
町
を
散
策
し
ま
し

た
。
こ
の
国
友
と
い
う
村
は
、
姉
川

古
戦
場
趾
が
近
く
に
あ
り
、
小
説
家

の
司
馬
遼
太
郎
氏
や
吉
川
英
治
氏
も

訪
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、「
国

友
鉄
砲
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
に
て
火
縄

銃
を
見
学
し
、
そ
の
後
は
国
友
の
村

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

を
巡
り
ま
し
た
。
国
友
で
は
戦
国
時

代
か
ら
江
戸
時
代
に
か
け
火
縄
銃
の

生
産
が
盛
ん
で
し
た
が
、
今
は
そ
の

名
残
り
も
な
く
、
職
人
さ
ん
は
残
っ

て
い
な
い
よ
う
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

で
は
一
般
人
が
日
本
で
唯
一
火
縄
銃

を
手
に
持
つ
こ
と
が
許
さ
れ
て
お
り
、

実
際
に
持
た
せ
て
い
た
だ
き
、
そ
の

重
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

散
策
の
後
は
、こ
の
村
に
あ
る「
と

も
ゑ
庵
」
と
い
う
古
民
家
を
改
装
し

た
よ
い
雰
囲
気
の
お
店
で
昼
食
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
こ
の
よ
う
な
交
流
の
場
を

作
っ
て
い
た
だ
い
た
先
生
方
に
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。
会
員
の
皆
様
も

是
非
一
度
国
友
の
里
を
訪
ね
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。　

（
山
東
支
部　

辻
井
由
聡
）
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大
空
を
泳
ぐ
鯉
の
ぼ
り
に
心
も
晴

れ
晴
れ
と
し
た
好
機
を
迎
え
、
日
伝

吟
・
吟
詠
コ
ン
ク
ー
ル
神
奈
川
地
区

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

錦
城
会
か
ら
多
く
の
出
場
者
の

内
、
関
東
決
勝
大
会
の
出
場
権
を
勝

ち
得
た
会
員
の
審
査
結
果
を
ご
報
告

い
た
し
ま
す
。

　

先
ず
は
、
5
月
10
日
の
神
奈
川
地

区
予
選
大
会
か
ら
で
す
。
会
場
は
横

浜
市
泉
公
会
堂
で
、
緊
張
し
た
中
で

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
錦
城
会
員

の
審
査
結
果
は
、
次
の
通
り
で
す
。

漢
詩
・
一
般
二
部

　
　
　
　

優　

勝　
　

水
野
智
仁

漢
詩
・
一
般
三
部

　
　
　
　

準
優
勝　
　

松
原
愼
一

　
　
　
　

第
三
位　
　

古
賀　

豊

　
　
　
　

入　

賞　
　

中
野
三
保
子

漢
詩
・
一
般
四
部

　
　
　
　

優　

勝　
　

寒
河
江
護

　
　
　
　

入　

賞　
　

中
沢
宏
幸

短
歌
・
一
般
の
部

　
　
　
　

準
優
勝　
　

古
賀　

豊

　
　
　
　

第
四
位　
　

小
宮
喜
八
郎

　
　
　
　

シ
ー
ド
権　

寒
河
江
護

　

運
営
は
、
高
羽
城
幹
先
生
が
務
め

ま
し
た
。
来
る
８
月
23
日
開
催
の
関

東
決
勝
大
会
の
出
場
を
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
惜
し
く
も
入
賞
を
逃
さ
れ
ま

し
た
皆
様
方
は
来
年
を
期
待
い
た
し

第
三
十
四
回
日
本
伝
統
文
化
吟
友
会
全
国
吟
剣
詩
舞
コ
ン
ク
ー
ル

　

神
奈
川
地
区
予
選
大
会
で
優
勝
す
る

て
お
り
ま
す
。
錦
城
会
会
員
の
皆
様

方
、
各
地
区
予
選
大
会
に
出
場
し
て

技
量
の
一
助
に
役
立
て
て
下
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
日
本
伝
統
文
化
吟
友
会

関
東
支
部
長　

金
子
城
大
）

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

九
十
七
歳
の
挑
戦

　

横
浜
西
部
支
部
に
中
沢
教
場
が
誕

生
し
、
私
が
誘
わ
れ
て
錦
城
会
に
入

会
し
た
の
は
、
平
成
元
年
6
月
の
こ

と
で
す
。
学
友
で
同
じ
会
社
の
友
人

　

が
「
同
袍
友
有
り
自
か
ら
相
親
し

む
」
と
桂
林
荘
雑
詠
を
吟
じ
た
の
を

聞
き
、
か
ね
て
か
ら
詩
吟
も
良
い
な

と
の
気
持
ち
を
持
っ
て
い
た
か
ら
抵

抗
な
く
入
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

今
は
亡
き
石
原
錦
紫
先
生
は
、
丁

寧
に
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
新

し
い
仲
間
と
の
吟
詠
の
お
稽
古
は
、

悪
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
先
生
は
、
詩

吟
は
趣
味
の
会
だ
か
ら
と
、
大
勢
の

会
員
を
上
手
に
纏
め
ら
れ
、
緊
張
感

ば
か
り
で
は
な
く
、
楽
し
い
稽
古
で

し
た
。
何
よ
り
も
楽
し
い
の
は
、
支

部
の
一
泊
旅
行
や
初
吟
会
な
ど
で
、

大
勢
の
会
員
で
大
変
で
す
が
、
本
当

に
楽
し
く
、
何
時
の
間
に
か
会
員
を

続
け
て
何
十
年
も
過
ぎ
て
き
た
次
第

で
す
。

　

稽
古
に
は
、
月
謝
が
必
要
で
、
私

は
、
吟
詠
の
基
本
を
し
っ
か
り
勉
強

し
上
達
し
た
い
と
の
思
い
が
あ
っ
た

の
で
、
錦
紫
先
生
に
勧
め
ら
れ
て
雅

中
川
城
泰
さ
ん

号
時
代
か
ら
ビ
ク
タ
ー
吟
友
会
の
コ

ン
ク
ー
ル
に
参
加
し
ま
し
た
。
神
奈

川
予
選
の
通
過
を
目
指
し
ま
す
が
、

予
選
落
ち
の
状
況
は
長
い
こ
と
続
い

て
い
ま
す
。

　

私
は
、
幸
い
に
身
体
の
心
配
は
な

く
、
二
本
杖
で
歩
行
で
き
れ
ば
、
来

年
も
、
日
本
伝
統
文
化
吟
友
会
の
吟

詠
コ
ン
ク
ー
ル
に
挑
戦
し
て
み
よ
う

か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

（
横
浜
西
部
支
部　

中
川
城
泰
）

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

　

梅
雨
時
の
鬱
陶
し
い
気
候
を
迎

え
、
日
伝
吟
・
吟
詠
コ
ン
ク
ー
ル
東

京
地
区
・
埼
玉
地
区
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
錦
城
会
か
ら
多
く
の
出

場
者
の
内
、
関
東
決
勝
大
会
の
出
場

権
を
勝
ち
え
た
会
員
の
審
査
結
果
を

ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

５
月
31
日
、
東
京
地
区
予
選
大
会

が
、
野
方
区
民
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
は
、

漢
詩
・
一
般
四
部

　

審
査
員
特
別
賞　
　

木
屋
吉
弘

第
三
十
四
回
日
本
伝
統
文
化
吟
友
会
全
国
吟
剣
詩
舞
コ
ン
ク
ー
ル

　

東
京
地
区
・
埼
玉
地
区
予
選
大
会
で
入
賞
す
る

　

６
月
７
日
、
埼
玉
地
区
予
選
大
会

が
、
宮
原
コ
ミ
セ
ン
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

錦
城
会
員
の
審
査
結
果
は
、

漢
詩
・
一
般
三
部

　
　
　
　

入
賞　
　

斉
藤
幸
子

　
　
　
　

入
賞　
　

相
沢
ヒ
ロ
子

短
歌
・
一
般
の
部

　
　
　
　

入
賞　
　
　

林　

清
隆

　
　
　
　

シ
ー
ド
権　

有
原
裕
絵

と
な
り
ま
し
た
。
運
営
は
、
金
子
城

大
、大
田
錦
虹
先
生
が
務
め
ま
し
た
。

　

来
る
８
月
23
日
の
関
東
決
勝
大
会

の
出
場
を
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
惜
し

く
も
入
賞
を
逃
さ
れ
ま
し
た
皆
様
方

は
来
年
を
期
待
い
た
し
て
お
り
ま

す
。
錦
城
会
会
員
の
皆
様
方
、
各
地

区
予
選
大
会
に
出
場
し
て
技
量
の
一

助
に
役
立
て
て
下
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

８
月
23
日
は
、
八
王
子
市
芸
術
文

化
会
館
（
い
ち
ょ
う
小
ホ
ー
ル
）
の

関
東
決
勝
大
会
で
の
ご
健
闘
を
祈
念

い
た
し
ま
す
。

(

一
社)

詩
吟
朗
詠
錦
城
会
担
当

日
本
伝
統
文
化
吟
友
会　

金
子
城
大

　

最
近
は
、
お
年
寄
り
を
狙
っ
た
詐

欺
事
件
、
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
が
溢

れ
、
ニ
ュ
ー
ス
で
は
、
毎
日
こ
れ
ら

を
報
じ
る
世
の
中
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　

自
分
だ
け
は
騙
さ
れ
な
い
と
思
っ

て
い
て
も
、
現
実
は
、
そ
う
と
ば
か

り
は
い
き
ま
せ
ん
。何
を
信
じ
る
か
、

誰
を
信
じ
る
か
、
寂
し
い
世
の
中
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

我
々
詩
吟
の
仲
間
は
、
同
じ
志
を

持
っ
て
日
々
精
進
し
て
頑
張
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
吟
友
を
信
じ
て
、
お
互

い
切
磋
琢
磨
し
て
、
さ
ら
に
錦
友
の

結
束
を
深
め
て
行
き
ま
し
ょ
う
。（Ｓ

）
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A
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A
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A
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